
1関西電力株式会社

_高浜発電所第 1号機

使1用 前検査成績書

要領書番号,:平成 2,■12・ 17原箸 ,号 99

成績書管理番号 :02         イ
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使用前検査成績書

1,発電所名    関西電力株式会社高浜発篭所第 1号機

21襟査申請   ‐
検査申請一覧表のとおり

!3検査期日 自 令和 今年 ′角2予由

垂:令イ歯命年 浄 月 p巽驚日

4検査場所   手使用前検査記録のとおり

5検査実殖煮  ‐襟査結果T騨表の|ゃ り

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :02

と

'



成績書管理番号 t02

検査申請∵覧表

上記以降の変更を検査額藷書め変更申請により確認し表中に追記する。

(平成 2.2年 12月 17日 )

(平成 23年 4月 12日 )

(平成 28年  7月  6日 )

(2026年 ・3月 24日 )

(2922年  7月  1日 )

(2022年 12月 15日 )

(2023年  5月 26日 )

(2023年  6月 21日 )

(2023年  7月 13日 )

関

関

465号
38号

発

第原発

関原発第 204号
関原発第 614号
関原発第 200号
関原発第 539号
関原発第 72:号
関原発第 157号
関原発第 2Ⅲ 22号

検査申請書番号

(申請年月日)

2



検査結果■覧表

成績書管理番号 102

t,′t,

1特記事項検査立会責任者

主任技術者

隷 主す拡残角身為

ざまつ″、夕,こⅢィ轟憲般蘇館

原子力検査宮

「守
イ
ｔ

，

ガ

奪
寸

ノ

検査結果

う

検査年月日

手
でハＷ 併年 |

月註静日ざ



添付資料 l

関西電力株式会社高浜発電所第1号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :02

検査年月自:令和」
~年|,月 ,F自

検 査 場 F~斤 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。     i ‐

記録確認 et■ |

検 査 をす る工事 の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りであ る こ
記録確認

工事計画の認可番f号の

記載が適切であるこ

とも

記録確認

ｒて
デ



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機
:(五

号検査)

●  ● ●添付資料 3-1

使用前検査記録  |

!        
成績善管理番号192

検査午角口:令和ぎミ ∫サ 角 2絲
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 備考

含む。)が準備されていること心
記録確認

必要な露面等が準備されていること。 図面等確認ド

検査用計器が校正されており有効期限内であるこ

と及び必要な測察韓囲、却察精度を有ψていol
と1 1.:― .|   :

記録確認

系統構成が完了していること。
記録確認

（，ｋ、）



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 1使用前検査記録

(五号検査 )

成績書管理番号 i02

検査年月日 :令和 子 年 .談 月 ジ縦日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

一時冷却材の循環設備

加圧器

判定基準 検査結果 検査方法検査項目

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされf所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するものであ

ること。

ヽ

発
記録確認

機能・性能検査

運転性能検査

備考               |   ‐

・目視で確認した範囲 :添付資料 S-3参照           ィ

沙



添付資料 3-3

甲
.T胃
守管著令什耳f奄扉嚢運塾;管

l ill  .| |(垂会痰査)(I

|        
オ  '   |

使用前検査記録

| : 募纏書管響番号:9?

検査年月日:令和す 準 か 月 2ごね

験 査場可r関酉電 株々本会Ⅲ高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 測定値等 検査結果 検査方法

目視加圧器

7



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

検査用計器一覧表

添付資料 3-4

使用前検査記録

成績書管理番号 :02
検査年月由 :令和 ナ 年 か 戸芝ごね

(Fo S iフ ルス′ミン)※ :次回定期事業者検査まで

※ 1:加圧器比伊llヒ ータ電流は実効値を平均値 (0～ 540A)に 変換して表示するな

※2:検査とこ使用する計器番号にOを記入する。

検査項目 計器名称 計器番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

負
荷
検
査

加圧器温度

液相部

2022.12.22

・※

加圧器温度

気相部

2022.12.22

※

加圧器温度

サージライン

2022.12.22

※

加圧器圧力 (保護系)CHl
2022.it.29

※

加圧器圧力 (保護系)CH2
2022.11.29

※

lJ日 圧器圧力 (保護系)CH8
2022.11.29

※

加圧器圧力 (保護系)CH4
2022.it.29

※

加圧器水位CHl
2023.1.20
1※

加圧器水位CH2
2023,1.20

,※

力E圧器水位CH3
2023.1.20

※

力H圧器水位CH4
2023.1.20

※

加圧器比例ヒエタ電流Xl

Aホロ

2022.12.21

※

加圧器比例ヒータ電流平I

Bホ昌   
―

2022112.21

※

加圧器比例ヒータ電流
共1

C本目

2022.12.21

※

1各納容器―じんあいモニタ
2023.4.7

※

格納容器ガスモニタ
202314_7

※

発電機電カ
2023.1.It

※

発生器熱出力

(1分値)

2023.4.5

※

〔／
ザ



中
　
・　
，∬

ヽ
　

ヽ
　

´
～

運 転 性 能 検 査 記 録 表

(米 1)鮮縦値 (た だに、発電機電力は f定格黙出ノJ一 定運転実施に伴う発鼈設備の建全性評価彗」の発電設備♂)上 限の電気出力、慈気発生器熟出力瞬時値 (l分値〉は原子炉施設保安規定記戦値)

(*ツ 〕ゆらざ磐tと 伴い発生する瞬時値の趣脱は除く。
(米 3)検産に使用する計器番号にOを 記入する。

爵

一

１
般

次冷却
備

瞬本

時気

値発

⌒生

と器

,)盟【

1値出
IVヵ

MWt

計卜練機

|セ4245

,2423.2

:2423,3

12422.5

24239

2425,3

242415

.2124.8

Z424.6

発竜機

ヤ
)る

電

樵

電

ノコ

MW

制̀
算
機

849

84S

848

348

847

847

846

345

816

放射線管理投鮒

プロセス常ニタ

格

総

容
ガ器
ス
モ

タ

cp虫4

計算機

1154X101

l.54X10i'

社.55X10$

152X10(1

1,51X103

li51Xl():'

1.48X101

1.53X103

1,46X10.1

格

納
容

器
じ

モん
二あ
夕ψヽ

cpnl

計算機

l.71文 lo 4

185X10ゼ

l,74X10と

1,76X10′

1.31X10▼

1.81× 10P

1.84× lo辛

1:70X10P

化176碁 10を

l次 冷 却 設 備

力‖ 圧 器

比例ヒータ電流

C

1翻

A

針算機

241

245

242

243

240

230

243

239

243

B

4R

A

計算機

243

247

242

243

241

239

2■ 1

245

A

相

A

計算_機

242

242

213

ツ41

238

242

211

2■4

水 イ立

チ
ヤ

ン

ネ
ル

Ⅳ

%

言1｀算機

58.6

58.0

58.6

586

58.6

586

58.6

58.6

58.6

チ
ヤ

ン

ネ
ル

41

%

滸r算機

58.5

53.5

58.5

5$.5

58.5

53.5

58.5

53.4

58.む

チ
ヤ

ン

ネ
ル

二

%

計算機

5811ン

t581S

58,8

58.8

58$

58,3

53.3

58.7

58,8

チ
・ヽ′

ン

ネ
ル

l

%

岳r繁機

59,2

59,1

50,2

50.1

59.1

59。 1

59.2

59.0

592

温   度

サ
|

ジ
フ

イ

ン

℃

計算機

339.8

330,9

339.8

339.8

3309

389,9

380.0

↓30,3

3399

気

相

剖;

℃

割‐算機

345.0

3‐15,0

3■50

315.0

315,0

3■ 5.0

316.0

345.0

3150

11'E

小日

部

℃

針策機

344.5

31■ .4

:〕115

3■ 1.5

3445

344,■

31■ .5

3115

341.■

,iL     ノ」

チ

デl′

シ′

ネ
アレ

Ⅳ

MPa

計算機

15,11

15,11

15、 41

15.41

15.11

15.■ 1

1511

15,11

15.11

チ
‐Y

ン

ネ
ル

11

MPa

計算機

15.■1

15,14

15.!11

15.1■

15.14

15.■■

151-3

151■

15,■ 3

チ
′ヽ

ン

ネ
ル

H

ぶ注Pa

計算機

15,30

15.39

項5.30

1630

15,39

1 5 ti9

1513む

15,1'3

15.I〕8

チ
′ヽ

′

ネ
ル

I

イヽkPa

計算機

|!■11111{―

15.41

15■ 1

15.11

1511

]5,■ 1

15411

1511

15■ 1

t5■ 1

,Illttjtt l l

i,i   l立

計器槌類

註r器番け

需対I猥 十直
()帝 1)

‖寺刻

09100

00:30

10:00

10:30

ll:00

l li30

12100

121,0

13:00

測

　

　

黛

　

　

値



関西電力株式会社

高浜発電所 第 1号機

使用前検査成績書

要領書番 号 :平成 22・ 12■7原第 6号 99

成績書管理番号 :01

神 す年 クF

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2.検査申請   検査申請一覧表の|お り

3検査期日 ヨ琴恥7● 1年 ク月ザ
ー歯

至◆却/す 守″、角/7耳

4検査場所   使用前検套記録のとおり

5検査実施審  検査結果‐覧表のとおり

6検査結果   検査結果一覧表のとおり

″添付資料   使用前検査記録

成績書管理番号 :01



成績書管理番号 :01

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

検査申講書番号

(申請年月日)
関原発第 465号

関原発第 38号

関原発第 204号

関原発第 614号

関原発第 200号

関原発第 539号

関原発第 72号

関原発第 157号

関原発第 222号

(平成 22年

(平成 23年

(平成 28年

(29ヽ 20年

(2022年

(20212年

(2023年

(2023年

(12023年

12月

4月

7月

3月

7月

12月

5月

6月

7月

17日 )

12日 )

6日 )

24日 )

1日 )

15日 )

26日 )

21日 )

と3日 )

B



検査結果一覧表

tν

衛碑J年
ク月ノ,H

か

彰八 彰

欲ヽ夜ヽ
ム、ヽ…

ル ■

軸 命ゑ ン 主任技術者

ぶイ井・タャとツとれよ術だ

成績書管理番号 101

特記事項

I日 電気事業法に基づき旧独

立行政法人原子力安全基盤
|

機構にて実施 したイ項使用

前検査 (1号検査)について

は、核原料物賃、核燃料物質

及び原子炉の規制に関する

法律に基づき、工事計画に従

い製作され、据付けされ、所

定の性能を有しており、技術

基準に適合するものである

ことを確認した。

検査立会責任着原子力検査官検査結果検査年月日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
 ヽ       成績書管理番号 :01

検査年月日 :今審 す 年 夕 月 ノダ 囲

検 査 場 所 :関西電力株式会社高採発電所

検査前確認事項、

使用前検査申請書等の確認

確認方法 備考

○

旧電気事業法に基づき

旧独立行政法人原子力‐

安全基盤機構にて実施

されたイ項使用前検査

(1号検査)が終了じ

ていることを「使用前

検査結果通知書」(19

検計受使-0174)

により確認する。

⑬

7

確認事項 確認結果

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Q

検 査 をす る工事の 工

程、理 R及び場所が毎神

請書 どお りである こ

と。         、

記録確認 Q

工事計画の認可番号の

記 牽売が適切である こ

と。

記録確認

記録確認



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(四号検査)

成績書管理番号 101

検査年月日:令騨 ∫ 年 ク 月 /デ 日

検 査 場 所 :関西竃力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項

申講者の品質記録 (必要に応じ保全実績の記録を

含む。)が準備されていること。

確認方法 結果 備考

記録確認 Q・ T

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 Q・ ―

検査用計器が校正されており有効期限内であるこ

と及び必要な測定範囲.測定精度を有しているこ

と。

記録確認 O・
二

系統構成が完了していること。 Q

ゴ
｀



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(四号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :01

検査年月日 :今和 す 年 ク 角 /ダ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

一次冷却材の循棄設備

加圧器

別添 1に示す範囲

判定基準 検査方法

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行うた試験・検査の品質記録 (必要に応じ保全実練の記

録を含む。)(※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識房ll番号 :Tl-4-0360

,日視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

検査結果検査項目

k
設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

系統機能検査

(バウンダリ構成確認倹査)

丁



検査結果

添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(四号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 :01

検套年月日1'彿砕す 牟 /月 ノ″ 日

検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

加圧器

サージ用管台

系統機能検査

(バウンダリ構成確認検査)

別紙 1参照 費ヽ 目視

備考 i

修



検査項目

バウンダ

リ構成確

鴛検査

以下余白

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

管理番号 測定範囲 測定精度

添付資料 3-4

成績書管理フ番号 101
検査年月日 : よ 年 ク月ノダ日

校正年月日

有効期限
検査用計器

圧力討

圧力計

備考

2023.5。 19

2023,8,31

2023,5。 19

202舒 :8.3と

(窟と,

ケ



別紙 1

高浜発電所第 1号機

バウンダリ構成確認検査記録

保持

時間

(分 )

判定基準 :原子炉冷却材圧カバウンダリを構成する機器に異常がないこと。

検査対象

加圧器

サージ用管台

最高使用圧力

(MPa)

耐圧検査圧カ

(ヽ/fPa)※
2

漏えい

検査妊カ

(MPa)

検査

方法
結果

目視

社団法人目 「発電用原子力設備規格 設計 。建設規格 (2005年度版 9007年追

補版を含む))(JSME S NCⅢ 2005/2007)PH群 2121」 の規定に準拠した検査圧力 (通常運転圧

力の 1,1倍 )

及ヽ

備考

タ



工事計画本文 (原規規発第1606104号 )(平成28年6月 10日 認可)

原子炉冷却系統施設
加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気
4 -次 冷却材の循環設備に係る次の事項
(9)加圧器の名称、種類、

‐
容量、最高使

タービンに係るものを除く。〉にあっては次の事項

用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料及び個数

＼
も

(1/2)

澄
募

翠

（岸＼
じ

検査対象範囲
次ペエ ジに続 く



(2/2)

ミ

mm

変 更 後変 更 前

数個

系    統    名

(ラ イ ン 名 )

総 水 防 護 上 の 医 画 番 号

途 水 防 護 上 σ)西こ慮 が

必  要  な  高  さ

(注 11,

取
付
簡
所

床置設

主
要
|ヽ

法

銭 板 内 半 径

一局全

安 全 弁 及 び

逃 が し 弁 用 管 台

内   張   り  材

胴

・
鏡

板

板

プ

マ

座

蓋

ル

ル

サ

ン ホ

ジ 用 管 台

マ  ン  ホ

材
料

ヒ ー タ ス リ

運
鶉

牌

筍
＼
じ



別添1(3/3)
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10検討受使-0174
平成 23年 5月 11日

経済産業大臣

海江田 万里 殿

使用講検査結果通知書

独立行政法人原

理事長  曽我部

平成 22年 12月 22日 付け平成 ?2・ 12・ 17原第 6号をもつて通知があり、平成 23年

4月 13日付け平成 22・ 12・ 17原第 6号をもって内容の変更の通知及び連絡がありました

使用前検査につきましては、下記のとおり実施しましたので、電気事業法第49条第4項に基づ

き通知いたします。

険査を受けた者の氏名又は名称及び

住所並びに法人にあつては、その代

表者の氏名

関西電力株式会社

大阪市北区中之島 3丁目6番 16号

取締役社長 八ホ 誠

険査を受けた特定事業用電気工作物

に係る事業場の名称及び所在地

高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

険査年月日 平成 23年 1月 29日、 4月 18日

険査を実施 した場所 高浜発電所

険査の対象 第 1号機

凍子力設備

原子炉冷却系統設備

一次冷却材の循環設備

加圧器

険査の方法 Bl紙のとおり

険査の結果 良 (別紙のとおり)

む



高浜発電所 第1号機使用誡検査

tと ;壌套念轟糞燃離細
検憲斎壌霙霞義碁受著し)(資紫為ちP泳ど払ゥ。

BF,資

独籍と:壌益轟豪馨寮彗」〒ャも義是費器姜守猾膨馨ζ°3

(別紙)

備考

設備名 系統名 検査結果 様査実施要領書

原子炉冷却系統設備 ■次冷輝材の循環設備 (加圧器) 良 10検要 (高浜 1)使イ03

ダ‐

″

′て
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ガ仲可|

10検討受使-0174

…姥f

関西電力株式会社

高浜発電所 第 1号機

構造 、 強 度 又 は漏 え い に係 る

使用前検査実施要領書

設 備 名 :原子炉冷却系統設備  :
系 統 名 :一次冷却材の循果設備

(加圧器)

要領書番号 : 10検要(高浜 1・ )使イ03

平成2む年1月

独立行政法人 原子力安全基盤機構

担 当福井事務所

検査Gr長
検 査

チーム長
検査技術
グループ長

部 長
審議役

(検査統播)

l{跡.|.1守

/す
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I.検 査 目的

本検査は、独立行政法人原子力安全基盤機構が電気事業法第49条第3項に基づき実施する、

同法施行規則第69条第一号表中イの工事の工程に係る使用前検査について、原子炉冷却系統

設備のうち一次冷却材の循環設備の加圧器を修理する工事において、当該設備が届出された工

事計画に従い製作・据付けされ、経済産業省令に定める技術基準に適合しないものでないこと

を確認するもので、以下の検査を実施する。            I

1.構造検査

(1)寸法検査

(2)外観検査

(3)据付検査

2.強度・漏えい検査 ・

(1)耐圧検査

(2)漏えい検査

届出された工事計画とは,国内外におけ 部位に応力腐食割れが

確認されていることに鐘み、予防保全の観点より、加圧器のサージ用管台とサージ用管台セー

フエンドの溶接部の材料を耐応力腐食割れに優れ 変更する工事であ

る。                                  t
工事範囲は次のとお りである。

・加圧器サージ用管台とサージ用管台セーフエンドの溶接部の材料を耐応力腐食割れに優れた

変更する。

加圧器は、「発電用原子力設備に関する技術基準を定める省令(昭和40年 6月 15日 、通商

産業省令第 62号)」 (以下「技術基準」と`いう。)に より、以下の機能を満足させるための健全

性が要求される。

・原子炉施設並びにす次冷却材又は二次冷却材により駆動される蒸気タービン及びそのS付属設備

は、これらに作用する地震力による

'員

嬢により公衆に放射線障害を及ぼさないように施設しな

ければならない。 (第 5条第 1項 )

。前項の地震力は、原子炉施設並びに一次冷却材により駆動される蒸気タービン及びその附属設

備の構造並びにこれらが損壊した場合における災害の程度に応じて、基礎地盤の状況、その地

方における過去の地震記録に基づく震害の程度、地震活動の状況等を基礎として求めなければ

ならない。 (第 5条第 2項)

一 華 一
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ど原子炉施設 (補助ボイラーを除く。)は、その健全性及び能力を確認するために、原子炉の運

転中又は停止中に必要な箇所の保守点検 (試験及び検査を含む。)ができるように施設しなけ

ればならない。(第 8条第 2項)                 ―

・安全設備は、想定されているすぶての環境条件においてその機能が発揮できるように施設し

なければならない。(第 8条の 2第 2項 )

・原子炉施設 (圧糸宿機及び補助ボイラとを除く。)に属する容器、管、ポンプ若しくは弁 (必下「機

器」という。)若 しくはこれらの支持構造物又は炉心支持構造物の材料及び構造は、次の各号に

ようなければならない。この場合において、第 1号から第7号まで及び第15号の規定につい

ては、使用前に適用されるものとする。(第 0条 )

・ クラス 1機器及びクラス 1支持構造物に使用する材料は、次によること。 (第 9条第一号)

・クラス と機器又はクラス と支持構造物が、その使用される圧力、温度、水質、放射線、荷重等

の条件に対 して適切な機械的強度及び化学的成分 (使用中の応力等に対する適切な耐食性を含

む。)を有すること。 (第 9条第一号イ)

・ クラス 1機器及びクラス 1支持構造物の構造及び強度は、次によること。(第 9条第八号)

・クラス と機器にあつては、最高使用温度、最高使用圧力及び機械約荷重が負荷されている状態

(以下「設計上定める条件」という。)において、全体的な変形を弾性域に抑えること。

(第 9条第八号イ)

。クラス 1容器 (オメガシール等を除く。)、 クラス 1管、クラス 1弁及びクラス 主支持構造物に

あつては、運転状態Ⅲにおいて、全体的な塑性変形が生じないこと。ただし、構造上の不連形し

部における局部的な塑性変形はこの限りではない。 (第 9条第八号ハ)       |

・クラス と容器 (オメガシエル等を除く。)、 クラス と管及びクラス 1支持構造物にあつては、運

転状態Ⅳにおいて、延性破断に至る塑性変形が生じないこと。 (第 9条第八号二)

・クラス1容器 (ボルト、オメガシール等を除く。)にあつては、試験状態において、全体的な塑

性変形が生じないことざただし、構造上の不連続部における局部的な塑性変形はこの限りでな

い 。

(第 9条第八号ホ)

・クラス 1容器 (ボル ト等を除く。)、 クラス 1管、クラス 1弁 (弁箱に限る。)及びクラス 1支持

構造物にあつては、運転状態 I及び運転状態 亜において、進行性変形が生じないこと。

(第 9条第八号へ)

一
分

一
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・クラス 1容器、クラス 1管、クラス 1弁 (弁箱に限る。)及びクラス 1支持構造物にあつては、

運転状態 I及び運転状態Ⅱにおいて、疲労破壊が生じないこと。 (第 9条第八号 卜)

・クラス 1容器 (胴、鏡板等に限る。)にあつては、運転状態 I、 運転状態Ⅱ、運転状態III及び運

転状態Ⅳ並びに試験状態において、座屈が生じないこと。 (第 9条第八号チ)

うクラス 1容器、クラス 1管、クラス2容器、クラス 2管、クラス 3容器、クラス 3管、クラス

4管及び原子炉格納容器のうち主要な孫

`圧

部の溶接部 (溶接金属部及び熱影響部をいう。)は、

次によること。 (第 9条第十五号)

イ 不連続で特異な形状でないものであること

口 溶接による割れが生ずるおそれがなく、かつ、健全な溶接部の確保に有害な溶込み不良

その他の欠紙箔がないことを非破壊試験により確認したものであること。

ハ 適切な強度を有するものであること。

二 1勇4械試験等により適切な溶接施工法等であることをあらかじめ確認したものにより溶接

したものであること。                            '

・クラス 1機器(ク ラス 2機器、クラス 3機器、クラス 4管及び原子炉格納容器は、次の各号に

よる圧力で耐圧試験を行つたとき、これに耐え、かつ、、著しい漏えいがないものでなければな

らない。ただし、気江により試験を行う場合であつて、当該圧力に耐えることが確認された場

合は、当該圧力を最高使用圧力 (原子炉格納容器にあつては、最高使用圧力のO.9倍)まで

に減じて著し,い鴻えいがないことを確認することができる心(第 ■条第 1項 )

。内圧を受ける機器に係る耐圧試験の圧力は、機器の最高使用圧力を超え、かつ、機器に生じる

全体的な変形が弾性域の範囲内となる圧力とすること。ただし、クラス 1機器、クラス 2管又

はクラス 3管であつて原子炉圧力容器と一体で耐圧試験を行う場合の圧力は、燃料装荷までの

間に試験を行つた後においては、通常運転時の圧力を超える圧力とすることができる。

(第 11条第 1項第一号)

・原子炉冷却材圧カバウンダリを構成する機器は、一次冷却系統に係る施設の損壊等に伴う衡撃、

炉心の反応度の変化による荷重の増加等に耐えるように施設しなければならない。

(第 16条の 2)

一
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Ⅱ.検査場所及び検査範囲

1,検査場所      
ド

福井県大飯郡高浜町圏ノ浦

B尋西電力株式会社 高浜発電所

2.検査範囲                      ,
検査範囲は、「題.設備概要」に示す工事計画届出議に記載された設備とする。

(添付資料=1「検査範囲図」参照)   1

４
瀬



Ⅲ.設 備 概 要

1.主要機器仕様

原子炉冷却系統設備 (加圧水型原子力発電設備)

(1)一次冷却材の循環設備

加圧器

名

種

加圧器

℃

称

類

量

カ

径

3
容

最

最

高 使

使

用

用

内

圧

,レ

満 温

打同

撫厨 板

板

厚

鏡 厚

内  張  り  厚

スプレイライン用管台内径

スプレイライン用管台厚さ

安全弁及び逃が し弁用管台

内         径 |

安全弁及び逃が し弁用管台

厚          さ

サ ー ジ 用 管 台 内 径

タ ス リ

ホ

ホ ル  蓋

張   り  材

m

MPa

mm

さ

さ

さ

mm

mm

mm

mm

mm

mm

mm

mm

mm

mm

高 mm

台

ブ

座

― 考

マ ン ホ ー ル 座 内 径 mm

マ ン ホ ー ル 蓋 厚 さ

鏡  板  内  半  径

全

月同 板

鏡 板

ス プ レイ ライ ン用管台

材
安全弁及び逃が し弁用管台

料
サ

ヒ

マ

マ

内

ン

ン

一　
　
一

一　

　

　

一

・数

一
:検査対象

mm

( )は公称値を示す。

こ ノ



2.工事計画届出関係

届置J回
号

日

番

月年

出

出

届

届
届 出 機 器

関原発 第 293号
(平成 22年 8月 23日 )

原子炉冷却系統設備
一次冷却材の循環設備

加圧器

｀
[修理の方法こ

加圧器のサ
=ジ

用管台において、サィジ用管台とサージ用管台セージエンドを切明し、

サージ用管台セーフエンドを取り替えるぅ               ヽ

一 む 一
ユカ



Ⅳ.検 査 方 法

1.構造検査                 ,
(1)寸法検査

a.検査講確認事項                    I
(a)事業者の品質記録が準備されていることを確認する。 ヽ

(1))必要な図面が準備されていることを確認する。

(c)主要寸法の測定に使用する検査用測定機器の校正が完了しており、校正有効期限内で

あること及び必要な測定範囲、測定精度を有していることを確認する。

b.検査手順

(a)工事計画に記載されている主要寸法を実測により確認する。

なお、主要寸法測定要領を添付資料ヽ2に示す。

(2)外観検査

a.検査前確認事項

(a)事業者の品質記録が準備されていることを確認する。

(1,)必要な図面が準備されていることを確認する。

b.検査手,贋

(a)各部の外観を目視により確認する。

(3)据付検査

a.検査前確認事項

(a)事業者め品質記録が準備されていることを確認する。また、検査範囲の溶接部につい

て、溶接事業者検査が実施されていることを記録により確認する。

(b)必要な図面が準備されていることを確認する。

b.検査手順                    ,

(a)機器の据付位置、据付状態について目視により確認する。

2.強度 。漏えい検査

(1)耐圧検査

a.検査前確認事項

(a)事業者の品質記録が準備されi捺査が行える状態であることを確認する。

(b)必要な図面が準備されていることを確認する。

③ 使用する検査用測定機器の校正が完了しており、校正有効期限内であること及び必要

な測定範囲.測定精度を有していることを確認する。

(d)系統構成が確立されているこ■を確認する。

b.検査手順

(a)技術基準に基づく規格士で定める検査圧力で 10分保持した後、検査圧力に耐えている

かどうかを目視により確認する。

なお、耐圧検査、漏えい検査要領図を添付資料-3に、耐圧検査、漏えい検査昇降圧

竿
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曲線を添付資料-4に示す。

(2)漏えい検査        、

a.検査前確認事項 :耐圧検査に同じ

b.検査手順

(a)耐圧検査終了後、技術基準に基づく規格帝で定める検査圧力で耐圧部分からの漏えいの

有無を目視により確認する。

なお、耐圧検査、漏えい検査要領図を添付資料-3に、耐圧検査、漏えい検査昇降圧

曲線を添付資料-4に示す。

*:「社団法人日本機械学会発電用原子力設備規格 設計・建設規格 (2005年版(2007年追

補版を含む))(JSME S NCl‐ 2005/2007)」

V.・ 判 定 基 準

1.構造検査    「

(1)寸法検査

工事計画に記載されている主要寸法の測定値が許容範囲内にあること。

(2)外観検査

有害な欠陥 (表面のかき傷、摩耗、クラック、腐食等の欠陥のうち、機器の健全性に影響

を及ぼすもの)がないこと。

(3)据付検査

工事計画のとお りに据付施五されており、技術基準に適合しないものでないこと。

2.強度・漏えい検査

(1)耐圧検査

検査圧力に耐え、かつ、異常のないこと。

(2)漏えい検査

著 しい漏えいのないこと。

Ⅵ.添 付 資 料

1.検査範囲図     ・

2.主要寸法測定要領

3.耐圧検査(漏えい検査要領図

4.耐圧検査、漏えい検査昇降圧曲線

も,立会区分表

6丁 検査用測定機器一覧表

7.使用前検査成績書

３
ぷ
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検 査 範 囲 図
(一次冷却材の循環設備 )

一
参

一





添付資料-1(2/2)

増
ヽ

検 査 範 囲 図
(一次冷却材の循環設備)

一 喜8・ ―





添付資料-2

主 要 寸 法 測 定 要 領

1.主要寸法 許容範囲

※ 1:( )は 公称値を示す。

※ 2:製造能力、製造実績を考慮したメーカ基準を示す。

2.測定箇所の図

(1)加圧器

検査範囲

工事計画書記載値(Inm)

許容範囲(mm)
測定方法概要

加
圧
器

サージ用管台
厚さ

(Tl)

鋼製直尺により計測する。

円周 4点 (909ピ ッチ)

―
撹

一

eク



添付資料 -3

ガ

耐圧検査、漏えい検査要領図



添付資料-4

耐圧検査、漏えい検査昇降圧曲線

1.昇降圧曲線の概要

検査圧カ

(MPa)

0

一時 間 (分 )

2.検査条件

1系統名 :‐次冷却材の循環設備

検査範囲は添付資料‐1「検査範囲図1による。

※ 1:耐圧検査庄力は、通常運転圧力 の 1.1倍の圧力で行うと

また、漏えい検査圧力は、耐圧検査圧力と同一検査圧力とする。

― 第
一

を

'

圧
　
カ

耐圧

検査

漏えい

検査

検査範囲

通常運転

圧力

(MPa)

最高使用

圧 力

(MPa)

耐圧検査、漏えい検査

圧力 (MPa)

耐圧検査

保持時開

(mね)

水圧 。気圧

の区分

一次冷却材の循環設備

加圧器
10 水圧



~添
付資料

「

5

立 会 ド区 分 表

※ 1(言己号説明)

A。 :立会検査
′

※2 工事計画ではサージ用管台の修理に係る加工が対象であるため。

機 器 等
の 名 称

設 備 名
耐 震

クラス
技術基準

の 区 分

検 査 項 目
滋1

備

考
材料 寸法

外観・

据 付

耐圧 i

漏えい

原子炉冷却

系 統 設 備
|

力H圧器 As 1 一
藻 2 Aj A。 A。

望
藻



検査用測定機器一覧表

1.加圧器

検査項目 検査用機器

寸法検査 鋼製直尺

耐圧検査、

漏えい検査
圧力計

精度については、記載の精度以上を満足すること。

測定範囲 精 度

添付資料-6

備考

弱
ジ



添付資料-7

10検計受使一〇174

関西電力株式会社

高浜発電所 第 1号機

構 造 、 強 度 又 は漏 え い に係 る

使 用 前 検 査 成 績 書

:原子炉冷去口系統設備

: ∵次冷却材の循乗設備

(加圧器)

要領書番号 : 1.0検要(高浜 1)使イ 03

平成  年  月

名

名

備

統

設

系

博
▼



1.発電所名

2.検査の種類

3.検査申請

4.検査期日

5。検査場所

6.検査結果

7.添付資料

日

日

月

月

年

年

成

成

、

平

平

自

至

使用前検査成績書

関西電力株式会社 高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る原子炉冷却系統設備のうち

一次冷却材の循環設備 (加圧器)の使用前検査

使用前検査申講番号

関原発 第465号 (平成22年 12月 17日 )

関西電力株式会社 高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

検査結果一覧表のとおり

(1)検査前確認事項

(2)寸法検査記録

(3)外観検査記録

(4)据付検査記録

(5)耐圧検査、漏えい検査記録

(0検査用測定機器一覧表

一 解 ―

さ゛



8.検査実施者

検 査 年 月 日 電 気 工 作 物 検 査 員  印
検 査 立 会 責 任 者  印

(ボイラー・タエビシ主任技術者)
特 記 事 項

■郡



検 査 結 果 覧 ‐表

系 統 名 : 工次冷却材の循環設備

検 査 範 囲

サージ用管台

寸法検査

構 造 検 査 強度・漏えい

検査

検 査 立 会 責 任 者 印 備 考

イラ=・ タービン
主任技術者

イラー・タービン

主任技術者

加圧器毎
＆
■

平成  年  月  日

平成  年  月  日

平成  年  月  日

平成  年  月  日平成  年  月  日

平成  年  月  日平成  年  月～ 日

平成  年  月  日

平成  年  月  日

据付検査外観検査

電 気 工 作 物 検 査 員  印

平成  年  月  日



系 統 名 :一次冷却材の循環設備 (加圧器)

検査項目 :寸法検査

(1)検査前確認事項

確 認 事 項

事業者の品質記録が準備されているこ

とc

必要な図面が準備されていること。

主要寸法の測定に使用する検査用測定機

器の校正が完了しており、校正有効期限

内であること及び必要な測定範囲、測定

精度を有していること。

系 統 名 :一次冷却材の循環設備 (加圧器)

検査項目 :外観検査

(1)検査前確認事項

確 認 事 項

事業者の品質記録が準備されているこ

と。  .

必要な図面が準備されていること。

高浜発電崩第1号機  検 査 前 確 認 事 項

添付資料―(1)-1

検査年月日 :平成  年  月  日

(検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所)

備 考

品質記録

工事計画届出書

添付図面

校亜記録

検査年月日 :平成  年  月  日

(検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所)

確認対象 結 果 備 考

品質記録

工事計画届出書

添付図面

確認方法

記録

記録

一 B3-
うも

確認対象



系 統 名 : 一次冷却材の循環設備 (加圧 器 )

検査項目 :据付検査

(1)検査前確認事項

確 認 事 項

事業者の品質記録が準備されているこ

と。また、検査範囲の溶接部について、

溶接事業者検査が実施されていることを

記録により確認する。

必要な図面が準備されていること。

系 統 名 :一次冷却材の循環設備 (加圧器 )

検査項目 :耐圧検査

(1)検査前確認事項

認 事 項

添付資料―(1)-2

検査年月日 :平成  年  月  日

(検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所)

確認方法 確認対象 結 果 備 考

品質記録

工事計画届出書

添付図面

検査年月日
=平

成  年  月  日

(検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所)

確認方法 確認対象 結 果 備 考

記録 品質記録

工事計画届出書

添付図面

記録 校正記録

高挨発電所第1号機 検 査 前 確 認 事 項

記録

記録

事業者の品質記録が準備され、検査が行

える状態であること。

必要な図面が準備されていること。

爾 る検査肩河定磯慕あ覆正添完了し

てお り、校正有効期限内であること及び

必要な測定範囲、測定精度を有 している

こと。

記録

系統構成が確立されていること。 目視 現場又は中央制御室

一
挫

一

θク

使用前検査実施

要領書 添付資料
‐3r耐圧検査、

漏えい検査要領

図」



系 統 名 :一次冷却材の循乗設備 (加圧器)

検査項目 :漏えい検査

(1)検査前確認事項

確 認 事 項

事業者の品質記録が準備され、検査が行

える状態であること。

必要な図面が準備されていること。

使用する検査用測定機器の校正が完了し

てお り、校正有効期限内であること及び

必要な測定範囲、測定精度を有 している

こと。

系統構成が確立されていること。

記録

目視 現場又は中央制御室

高浜発電所第1号機 検 査 前 確 認 事 項

添付資料下(1)~3

検査年月日 :平成  年  月  日

(検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所 )

結 果 備 考

校正記録

使用1前検査実施

要領書 添付資料
・3「砧圧検査、

漏えい検査要領

図」

確認方法

記録

記録
工事計画届出書

添付図面

確認対象

品質記録

-22-
彙守



添付資料―(分

高浜発電所 第 1号機  寸 法 検 査 記 録

検査場所 : 関西電力株式会社 高浜発電所

系 統 名 : 一本冷却材の循環設備

判定基準 工事計画に記載されている主要寸法の測定値が許容範囲内にあること。

検査年月日 平成  年  月  日 検査結果

検査鶴囲

工事計画記載値

許容範囲

測定値法検査方

0°

加
圧
器

サージ用管台

備考
工事計画記載値の ( )は公称値を示す。

厚 さ

(電『 1)
Iam 実測

90°

180°

270°

一 宕3-
けタ



添付資料―(3)-1

検査範囲

サエジ用管台

備 考 :肉盛溶接前 (寸法検査時)

高浜発電所 第 1号機  外 観 検 査 記 録

検査場所 : 関西電力株式会社 高浜発電所

系 統 名 : 一次冷却材の循乗設備

判定基準

検査年月日

有害な欠陥 (表面のかき傷、摩耗、クラウク、腐食等の欠陥のうち、機器
の健全性に影響を及ぼすもの)がないこと。

検査結果検査方法

目 視 平成  年  月  日

て
ヽ
１
、

一 盟 ∵

夕θ



添付資料二(3)-2

高浜発電所 第二号機 外 観 検 査 記 録

検査場所 : 関西電力株式会社 高浜発電所

系 統 名 : 一次冷却材の循藁設備

有害な欠陥 (表面めかき傷、摩耗、クラウク、腐食等の欠陥のうち、機器

の健全性に影響を及ぼすもの)がないこと。判定基準

検査結果検査方法 検査年月日検査範囲

目 視 平成  年  月 ,日加
圧
器

サージ用管台

備 考

― 射
一

″



添付資料二
(4)

高浜発電所 第 1号機  据 付 検 査 記 録

検査場所 : 関西電力株式会社 高浜発電所

系 統 名 : 一次冷却材の循環設備

判定基準
工事計画のとおりに据付施工されており、技術基準に適合しないものでな
いこと。

検査範囲 検査方法 検査年月日 検査結果

加
圧
器

サージ用管台 霞 視 平成  年
′

月 日

備 考

T21B一
ィ 石′立



高浜発電所 第1号機 耐圧検査、漏えい検査記録

検査場所 i 関西電力株式会社 高浜発電所

系 統 名 : 一次冷却材の循環設備

添付資料―(5)

保持縛寺間 漏えし

(mh)
圧  力

(MPa)

判定基準

検査年月日

耐圧検査 :検査圧力に耐え、かつ、異常のないこと。

漏えい検査 :著しい漏えいのないこと。

平成  年 
イ

月  日 検査結果

検査範囲

サージ用管台

備 考          ―

・耐圧検査圧力は、通常運転圧力 の 1.1倍の圧力で行う。

また、漏えい検査圧力は、耐圧検査圧力と同一検査圧力とする。

・使用した検査用測定機器  圧力計 :正 (       ) 副 (

通常運転

圧  カ

(MPa)

最高使用

圧  カ

(MPa)

耐圧検査

圧  カ

(MPa)

加
圧
器

ガ
お

)



添付資料工(0

検査用測定機器二覧表

1,加圧器

検査年月日:平成  年  月  日

[検査場所 :関西電力株式会粒高浜発電所]

検査年月露 :平成  年  ,月  日

[検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所]

検査項目
検査用

測定機器
計器番号 測定範囲 測定精度

校正年月日

校正有効期限

寸法検査 鋼製直尺

検査項目
検査用

決ll定機器
計器番号 測定範囲 測定精度

校二年月日

校正有効期限

耐圧検査、

漏えい検査
圧力計

(正 )

(目 lr)

露
体



矛呵 エ

■0検計受使-0174

関西電力株式会社

高浜発電所 第 1号機
・

構 造 強度 又 は漏 えい に係 る
ヽ

使 用 前 検 査 成 績 書

設 .備 名

系 統 名

要領書番号 :

原子炉冷却系統設備

一次冷却材の循栞設備

(力山圧器)

10検要(高浜 1)使イ03

平成 Zd年 牛売

セt←



1.発電所名

2.検査の種類

3.検査申請

4.検査期 日

5t検査場所

6.検査結果

7.添付資料

使用前検査成績書

関西電力株式会社 高浜発電所第 1号機

構造、
'強

度又は漏えいに係る原子炉冷却系統設備のうち

ィ次冷却材の循環設備 (加圧器)の使用前検査

震騒軍
4∫

ぎ
=潔

爾Υ絣 3れ
自   平成23年 十月2q日
至   平成2じ 年年月r∂

・日

関西電力株式会社 高浜発電所

福井県大飯郡高浜町爾ノ浦

検査結果一覧表のとおり

(1)検査前確認事項

(2)寸族検査記録

(3)外観検査記録

(4)据付検査記録 ,

(5)耐圧検査、漏えしヽ検査記録

(6)検査用測定機器∵覧表

*( ″′主守(′か遷撰ユ

鶴可れ 膏
キとたし



8.検査実施者

検 査 年 月 日

軌 2あJ馨 I粛 2q困 千 膊 驀 ぞ〒

平成Zづ ,年 今日13日 |¬ 令H 珠五帝司

特 記 事 項

は し

TJレ一ヽｐ

奉
ヽ

検 査 立 会 責 任 者  印
(ボイラー・夕‐ビン主任技術者)

電 気 工 作 物 検 査 員  印



検 査_結 :果 覧 表

系 統 名 : 一次冷却材の循乗設備

電 気 工 作 物 検 査 員  印

検 査 範 囲

加圧器

|サージ用管台

備 考

軸一狩式

検 査 立 会 責 任 者 印

平成 年/月だ′日
|)' (lξ :|:喜

とこ
':こ

1二こ

平成逐 年r月 /=日

ボイラー・夕‐ビン

ボイラー・タービン

主任技術者

月/平成  年月/平成  年

先

氷 1員

平成zd年 年月′かロ 平成23年 単月rr日 平成2S年 平月r♂ 日

魚

強度・漏えい

検査据付検査

査検造

外観検査

構

寸法検査

平成23年 十月2q日 平成
'3年

1月 2q日

量

平成  年  月



系 統 名 :一次冷却材の循環設備 (加圧器)

検査項目:寸法検査

(1)検査前確認事項

確 認 事 項

主要寸法の測定に使用する検査用測定機

器の校正が完了してお り、校正有効期限

内であること及び必要な測定範囲、測定

精度を有 していること。

系 統 名 :一次冷却材の循秦設備 (加圧器 )

検査項 目 :タト観検査

(1)検査前確認事項

確 認 事 項

事業者 の品質記録が準備 されているこ

とと

必要な図面が準備 されていること。

高浜発電所第1号機 検 査 前 確 認 事 項

添付資料―(1)-1

(検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所)

確認対象 結 果

狭

校正記録

(検査場所 :関西篭力株式会社 高浜発電所)

確認対象

品質記録

工事計画届出書
‐添付図面

ユ

ユ

確認方法 備 考

事業者の品質記録が準備 されているこ

と。
記録

必要な図面が準備されていること。 記録

品質記録

工事計画届出書

添付図函 ヌ

記録 玖ヽ

備 考

秩

結 果確認方法

記録

秋記録

鞠 κタ



素 漆 テ 一 カ 浴 麹 北オの循弱設 備

`加

臣器 Ⅲ

検査項 目 :寸法検査

(1)検査前確認事項

確 認 事 項

事業者の品質記録が準備 され ているこ

と。

必要な図面が準備 されていること。

主雲寸法の測定に使用する検査用測定機

器の校正が完了してお り、校正有効期限

内であること及び必要な浪1定範囲、測定

精度を有 していること。

系 統 名 :―次冷却材の徳環設備 (力1圧器 )

検査項 目 :外観検査

(1)検査前確認事項

確 認 事 項

事業者 の品質記録が準備 されてい るこ

と。

必要な図面が準備 されていること。

高浜発電所第1与機 検 査 前 確 認 事 項

添付資料二(1)-1

オ食4・ 杏 年 月 日 と羊 成 一 年 一 月 一 日

(検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所)

備 考

品質記録

工事計画届出書

添付図面

校正記録

輪

(検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所)

確認対象 結 1果

品質記録

孜

確認方法

記録

記録
工事計画届出書

添付図面 枕

結 果

確認方法 備 考

記録

帝 剖



系 統 名 :二次冷去Π材の循環設備 (加圧器 )

検査項 目 :据付検査

(1)検査前確認事項

確 認 事 項

事業者の品質記録が準備 されてい るこ

と。また、検査範囲の溶接部について、

溶接事業者検査が実施 されていることを

記録により確認する。

必要な躍面が準備 されていること。

添付資料―(1)二 2

(検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所)

確認方法 確認対象 結 果 備 考

記録
工事計画届出書

添付図面

劇

嵩浜発電所第1号機 検 査 前 確 認 事 項

米

孜
品質記録

文

記録

X
基

<it

系 統 名 :一次冷去β材の循環設備 (加圧器)

検査項 目 :耐圧検査

(1)検査前確認事項

確 認 事 項

事業者の品質記録が準備 され、検査が行

える状態であること。

必要な図面が準備されていること。

使用する検査用測定機器の校正が完了 し

てお り、校正有効期限内であること及び

必要な測定範囲、測定精度を有 している

こと。

検査年月 日 平成,3年 4 月十ど日

(検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所)

確認方法 確認対象 結 果

記録 品質記録

候
記録

｀
工事計画届出書

添付区面

あJば り

cA塀耀スジヒ【。

薇

笑校正記録

技

記録

使用前検査実施

要領書 添付資料
・3「敵,手圧検査、

漏えい検査要領

図ど

目視 現場又は中央制御室系統構成が確立されていること。

税 P



系 統 名■一次冷却材の循乗設備 (加圧器 )

検査項 目 :漏えい検査

(1)検査前確認事項

確 認 事 項

使用す る検査用測定機器の校正が完了 し

てお り、校正有効期限内であること及び

必要な涙J定範囲、測定精度を有 している

高浜発電所第1号機 検 査 前 確 認 事 項

添付資料―(1)-3

2
(検査場所 :関西竃力株式会社 高浜発電所)

備 考

使用前検査実施

要領書 添付資料
と3「耐圧検査、

漏えい校査要領
図ど

と,_二.___

系統構成が確立されていること。

確認方法 確認対象 結 果

事業者の品質記録が準備され、検査が行
える状態であること。

記録

必要な図面が準備されていること。 記録

品質記録

文
工事計画届出書

添付図面 及ヽ

記録

目視

校正記録

現場又は中央制御室

挟

た

~▼
よL



加
圧
器

厚さ

(Tl)

添付資料―(2)

高浜発電所 第 1号機  寸 法 検 査 記 録

検査場所 : 関西電力株式会社 高浜発電所

系 統 名 : 一次冷却材の循環設備

判定基準 工事計画に記載されている主要寸法の測定値が許容範囲内にあること。

検査年月日

検査範囲

サージ用管台

平成,ぢ年十月立 日 検査結果

工事計画記載値

検査方法

許容範囲

mm 実測

, 孜

測定値

備考
工事計画記載値の ( )は公称値を示す。

ば

9ば

18ば

270°

有 亀碑



添付資料―(3)〒 1

孜ヽ

備 考 :肉盛溶接前 (寸法検査時)

高浜発電所 第 1号機  外 観 検 査 記 録

検査場所 : 関西篭力株式会社 高浜発電所

系 統 名 : 一次冷却材の循祭設備

判定基準
有害な久 偽ヽ (表面のかき傷、摩耗、ク
の健金性に影響を及ぼすもの)がない 辮ちゝ

９の陥欠の等
　
′

食腐ク

　

。

ツ

と

いフ

こ

検査範囲 検査方法 検査年月日 検査結果

加
圧
器

サィジ用管台 目 視 月ユ 日子平成→年十

十
qとメ



添付資料=(3)-2

高浜発電所 第 1号機  外 観 検 査 記 録

検査場所 : 関西電力株式会社 高浜発電所

系 統 名 : ∵次冷却材の循環設備

有害な欠陥 (表面のかき傷(摩耗、クランクt腐食等の欠陥のうち、機器
の健全性に影響を及ぼすもの)がないこと。判定基準

検査年月日 検査結果検査方法検査範囲

及ヽ目 視 平成妙年4月 (静
加
圧
器

サ∵ジ用管台

鞠 Ⅲ



高浜発電所 第1号機  据 付 検 査記 録

検査場所 : 関西電力株式会社 高浜発電所

系 統 名 : 一次冷去F材の循環設備

判定基準
工事計画のとおりに据付施工されており、技術基準に適合 しないものでな

セヽこと。

検査範囲 検査方法 検査年月日 検査結果

加
圧
器

サージ用管台 目 視 平募巧年十月(を日

添付資料―(4)

薇

備 考

増
駒 勇



添付資料―(5)

考

高浜発電所 第1号機 耐圧検査、漏えい検査記録

P耐圧検査圧力は、通常運転圧カ の 1.1倍の圧力で行 う。

また、漏えい検査圧力は、耐圧検査圧力と

・使用した検査用測定機器  圧力計 : 軍 島1

検査圧力に耐え、かつ、異常のないことも

著 しい漏えいのないことと

検査結果

耐圧検査

漏えい検査

.検
査年月 日

耐圧検査

圧  カ

(MPa)

保持時間

(min)

漏えい検査

圧  カ
通常運転

圧  カ

平成炉つ年作月(3日

最高使用

圧  カ

サージ用管台

検査範囲

加
圧
器

チ
4●ク



添付資料―(0

検査用測定機器一覧表

1,加圧器

検査項 目

寸法検査

検査項 目

耐圧検査、

漏えい検査

検査用

測定機器

鋼製直尺

検査用

測定機器

圧力計

主

測定範囲 預じ定精度

絵杏年 月 日 :平成
'‐
5年 4月 十庁日

[検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所]

計器番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

校正有効期限

2∂ (1.ォ rと

、あ.Bo

妙((`写 .代 亀

20(1、 6、 みつ

計器番号
校正年月日

棟正有効期限

功F9、あざ野

珂 r、 と、D∂

〒詳
彬すF/こ



関西電力株式会社

高浜発電所,第 ■号機|                   ヽ        ´

使用前検査成績書

要領書番号 :平成 22・ 12'1猛 原第 6号 91

命れ51年 浄月

原子力規常彗:委員会 ,



使用前検査成績書

1 発電所名   F美写西電力株式会社  高浜発電所第 1号機

2 検査 申請

3 検査期 日

4 検査場所

5 検査範囲

使用前検査 申講番号

関原発第 465号
関原発第 3́8号
関原発第 205号

蘭原発第

関原発第

関原発第

関原発第

関原発第

(平成 22年 12月 17日 )

(平成 23年  4月 12日 )

号

号

号

号

号

号

５

１

０

３

８

３

１

０

４

７

５

２

６

２

５

　

　

１

２

関原発第

(2022年  7月  1日 )

(2022年 12月 15日 )

日

日

６

４２

月

月

７

３

年

年

８

０

２

２

成

０

平

２

日

日

日

６

１

３

２

２

１

月

月

月

５

６

７

年

年

年

３

８

３

２

２

２

０

０

０

２

２

２

自 各為 ら

至 今後じS

年 7月 ′9日
年 息月2y日

関西爾力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町閣ノ浦

設備名 :原子炉冷去「系統設備

系統名 :す次冷去「材の循乗設備

検査対象設備 :加圧器   、

6 検査結果   検査結果一覧表のとお り

/



7′ 特記事項

今益ち義マ日19日

牟各5年

'島

2音凰

検 査 結 果 一 覧 表

十ひ レ

生 し

工事の工程 検査結果 電気工作物検査官

四 発電用原子炉ゅ臨界反応操作を開始

するこ1と ができる状態になった時
段

冷お 5年 マ月r9ロ

=士′,t ハ 鮨

五 工事の計画に係 る全ての工事が完

了じた獨子ゞ
盈ヽ

令不j4浄氏フIB

々紫と各

芝 /圧


